
中
島
　

認
知
症
の
見
守

り
支
援
シ
ー
ル
事
業
の

状
況
は
。

答
弁
　

見
守
り
支
援

シ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
の
ア
プ
リ
上
で
読

ん
で
い
た
だ
く
と
、
そ

の
ご
家
族
に
つ
な
が
る

（
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
伝
言

板
）
こ
と
で
、
安
否
確
認

を
し
て
お
り
、
認
知
症
の

人
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
際
、
シ
ー
ル
を
つ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
安
全

確
保
が
図
ら
れ
ま
す
。

中
島　
「
多
久
市
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
事

業
に
つ
い
て
。

答
弁
　

お
で
か
け
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
中
で
、

令
和
４
年
７
月
末
に
病

院
や
買
物
の
付
添
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
、
現
在
５２
名
お
ら
れ
ま
す
。
令
和
５

年
２
月
ま
で
の
利
用
件
数
は
延
べ
２
０
２

件
、
支
援
す
る
お
で
か
け
サ
ポ
ー
タ
ー
は

２０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
で
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
が
継
続

で
き
て
い
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
全
世
帯
の
６０
％
が
高
齢
者
の

い
る
世
帯
。
高
齢
者
の
計
画
、

福
祉
計
画
の
対
応
策
に
つ
い
て

中
島
慶
子

児
童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全
に

つ
い
て

香
月　
学
校
安
全
計
画
の
中
で
、
犯
罪
等

に
対
す
る
子
ど
も
の
危
険
回
避
に
つ
い
て

の
教
育
の
内
容
は
。

答
弁　
不
審
者
が
学
校
内
に
侵
入
し
た
際

の
対
応
と
し
て
、
不
審
者
対
応
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
緊
急
時
で
も
児
童
生
徒
が
安

全
に
避
難
で
き
る
よ
う
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
級
活
動
な
ど

で
は
、
例
え
ば
低
学
年
で
、
場
面

に
合
わ
せ
、
い
か
の
お
す
し
─
─

行
か
な
い
・
乗
ら
な
い
・
大
声
で

叫
ぶ
・
す
ぐ
に
逃
げ
る
・
知
ら
せ

る
の
合
い
言
葉
と
と
も
に
、
指
導

す
る
時
間
を
設
け
た
り
、
中
高

学
年
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
使
用
に
よ
り

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を

防
止
す
る
教
室
を
警
察
と
連
携

し
て
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
発
達

の
段
階
に
応
じ
た
指
導
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

香
月　
個
人
な
ど
の
家
に
外
も

映
る
よ
う
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
こ
と
を
条
件
に
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
検
討
し
て

み
て
は
。

答
弁　
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
へ
の
抑
止
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

周
辺
自
治
体
に
お
け
る
設
置
状
況
や
事

例
、
補
助
制
度
の
内
容
を
検
証
し
て
、
多

久
市
防
犯
協
会
、
警
察
署
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
協
議
を
行
い
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼�

県
立
大
学
誘
致
に
つ
い
て

香
月
正
則

一般質問一般質問
道
路
管
理
に
つ
い
て

田
渕　
道
路
は
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
い
わ
れ

る
穴
が
、
梅
雨
時
期
な
ど
雨
の
多
い
時
期

に
発
生
し
や
す
い
が
、
車
両
が
走
行
す
る

時
に
騒
音
や
振
動
が
生
じ
沿
道
に
影
響
を

及
ぼ
す
、
こ
う
し
た
補
修
は
年
間
ど
れ
位

あ
る
の
か
。

答
弁　
職
員
で
可
能
な
修
繕
は
年
間
に
約

１
０
０
か
所
以
上
、
業
者
に
よ
る
補
修
は

年
間
約
２０
か
所
程
度
で
す
。

田
渕　
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
剥
離
し
た
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
混
合
物
が
飛
び
跳
ね
車
両
の
損

傷
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
転
倒
事
故
な
ど

の
リ
ス
ク
が
あ
る
、
そ
う
し
た
事
例
は
あ

る
の
か
。

答
弁　
平
成
3０
年
に
3
件
、
令
和
２
年
に

１
件
の
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
損
傷
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

田
渕　
道
路
補
修
工
事
は
優
先
順
位
が
あ

る
の
か
。

答
弁　
優
先
順
位
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

地
元
要
望
な
ど
を
基
に
路
面
状
況
を
確
認

し
、
補
修
の
年
次
計
画
を
立
て
実
施
し
ま

す
。
路
面
点
検
は
、
国
土
交
通
省
の
路
面

点
検
要
領
に
基
づ
き
診
断
し
て
い
ま
す
。

田
渕　
道
路
は
車
や
歩
行
者
、
自
転
車
な

ど
の
通
行
や
、
電
柱
、
水
道
管
、
下
水
道

管
な
ど
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
生
活
に
は

切
り
離
せ
な
く
重
要
で
す
。
道
路
が
水
災

害
な
ど
で
陥
没
や
壊
れ
る
と
私
た
ち
の
日

常
生
活
が
大
変
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
例

は
ど
れ
位
あ
る
の
か
。

答
弁　
令
和
元
年
か
ら
令
和
３
年
は
多
く

の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
復
旧
工
事

は
令
和
4
年
度
末
で
全
て
完
了
予
定
で
す
。

田
渕
　
厚

多
久
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

國
信
　
多
久
市
北
部
工
業
団
地
相
の
浦
工

区
を
２８
年
も
の
間
埋
め
き
れ
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

答
弁　
景
気
動
向
や
立
地
な
ど
の
条
件
も

あ
り
ま
す
。
課
題
の
中
で
工
夫
し
な
が
ら

企
業
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

市
や
民
間
遊
休
地
も
含
め
企
業
誘
致
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

國
信　
人
口
減
少
が
進
み
市
内
で
中
央
校

の
み
に
な
る
の
で
は
と
い
う
話
を
聞
く
が
。

答
弁　
現
時
点
で
は
、
３
校
体
制
を
維
持

し
て
い
く
方
針
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

國
信　
Ｔ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
に
つ
い
て
の
過
疎
債

の
返
済
に
つ
い
て
は
。

答
弁　
Ｔ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
建
設
の
過
疎
債
に
つ

い
て
は
、
３
年
据
え
置
き
の
１２
年
間
で
返

済
を
行
う
予
定
で
す
。

國
信　
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
む
つ
み

荘
」
の
代
替
施
設
に
つ
い
て
は
。

答
弁　
Ｔ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
内
に
整
備
し
た
交
流

ス
ペ
ー
ス
「
彩
り
」
の
利
用
者
増
の
取
り

組
み
に
努
め
ま
す
。

國
信　
西
多
久
多
目
的
広
場
の
経
済
効
果

は
。

答
弁　
大
会
等
開
催
時
、
市
内
の
商
店
や

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
商
品
購
入
や
弁
当
の

予
約
な
ど
が
あ
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

國
信　
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
い
ぱ
れ
っ
と
の

今
後
の
利
用
は
。

答
弁　
一
般
社
団
法
人
た
く
２１
と
連
携
し

て
利
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

國
信　
多
久
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
利
用

者
増
の
手
段
は
。

答
弁　
情
報
発
信
・
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
誘

致
等
、
利
用
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

國
信　
新
公
立
病
院
の
過
疎
債
返
済
は
。

答
弁　
3０
年
間
で
の
返
済
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

國
信
好
永
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